
平成２８年度
川場村のあゆみ

＜（株）田園プラザ川場 群馬県優良企業表彰受賞＞

群馬県内で活動する優良な中小企業を表彰する群馬県

優良企業表彰の「商業・サービス部門」で（株）田園プ

ラザ川場が大賞を受賞しました。地元農産物の販売強化

や観光集客数の増加など地域に貢献したことが高く評価

されました。今後も川場村と連携し、地域産業の・情報

・交流の拠点として更に発展向上を目指していきます。

＜第７０回群馬県植樹祭の開催＞

中野地区「友好の森」において、群馬県植樹祭が開催

されました。戦後の荒廃した国土の復興を目指し始まっ

た植樹祭は、７０回という節目の年を迎え、約１，００

０人の関係者が参加しました。外山村長は「節目の大会

が川場村で開催されるのは非常に意義のあること。森林

を育み、守ることはもとより、活かすことを川場村から

発信していきたい」と、力強く挨拶されました。式典で

は、中野の宮田和昌さんが「群馬県緑化功労者」表彰を

受賞しました。また、式典終了後は、未来の環境づくりに貢献できることを願って、８種

類５００本の苗木が植樹されました。



＜川場村物産展＞

東京都永田町の自民党本部玄関前で川場村物産展を開

催しました。地方創生の一環で、全国の都道府県単位で

開催されていましたが、市町村単位での開催は川場村が

全国初！村自慢の地場産野菜や特産品を PR しました。
雪ほたかやのむヨーグルトの無料配布はあっという間に

品切れ、イノシシ肉を使ったボタン鍋も大好評でした。

当日は快晴に恵まれ、たくさんの関係者で賑わいました。

＜川場村子ども議会の開催＞

川場村で初となる川場村子ども議会が開催されました。

議会の仕組みや運営方法を実際に体験し理解を深めると

ともに、今後の川場村を担う中学生ならではの視点・発

想に基づいた、村づくりのための要望や意見をこれから

の村政運営に取り入れようとの思いで開催しました。中

学３年生３５名の議員が出席し、代表議員の１２名から

は村の取り組みについてさまざまな一般質問がありまし

た。今後も毎年、中学生を対象とした子ども議会を開催していく予定です。

子どもたちは、「普段体験できないことなので非常に貴重だった。今後の学習や生活に

反映し、将来の川場村を担っていきたい」と語ってくれました。

＜川場小マーチングバンド：全国銀賞受賞＞

「第３５回全日本小学校バンドフェスティバル」が開

催され、６年連続でこの大会に出場した川場小学校マー

チングバンド「川場キッズ」が銀賞を受賞しました。２

年連続「金」を目標に１００％の力を出し切りました。

結果は目標に一歩届かず、悔し涙を流しましたが、その

涙が子どもたちをもっと強くたくましく、成長させるこ

とを期待しています。これからも皆さんの心に響く演奏

を届けてほしいです。

＜「繭かき唄保存会」群馬県文化奨励賞受賞＞

群馬県文化奨励賞表彰式が行われ、繭かき唄保存会が

受賞しました。繭かき唄は、明治期の養蚕が盛んに行わ

れた頃より伝わる伝統的な唄で、養蚕作業風景や仕事唄

を後世に残すべく養蚕経験がある主婦を中心に、平成１

３年に会が発足しました。川場村芸能祭やデイサービス

への慰問活動を毎年行っており、県内のイベントに多数

参加しています。その精力的な活動が評価され受賞に至

りました。



＜小学校・中学校合同避難訓練＞

川場村初となる小学校・中学校合同避難訓練を開催

しました。児童生徒を対象とした防災教育、保護者を

対象とした防災講演会、学校から保護者へ児童生徒の

引渡し訓練が行われました。この訓練で発見された問

題や課題は、今後も検討を重ね、実効性のある避難訓

練に繋げていきたいと思います。「災害が起きにくい

安心安全な村」という安全神話を捨て、「災害はいつ

か起こる」という心構えを村民一人ひとりが持つため

に今後もこのような訓練を実施していきます。

＜木材コンビナート事業始動＞

川場村では、４月に完成を迎えた「木材コンビナー

ト製材施設」が稼働を始めました。村の面積の８３％

を占める山林の有効活用を目的として建設された製材

施設を起点に、低品位材を使用したチップによる木質

バイオマス発電施設、廃熱を利用したハウスでの農業

施設など、木材コンビナート事業が本格的に始動しま

す。農業用ハウスではイチゴ栽培を開始し、川場田園

プラザを中心に販売しています。川場村の木材が、村

・世田谷区の公共施設で活用する方針が打ち出される

など、活用の機運は高まっています。

＜かわば森のこども園開園＞

４月から幼保連携型認定こども園「かわば森のこども

園」が開園しました。川場幼稚園が平成２９年度末で閉

園することを受けて、村内全ての乳幼児を受け入れられ

るよう、園舎の増改築に着手しました。「心も体も健康

な子ども」を保育目標に、集団生活の基礎を確立し、社

会性を身につけることを目指していきます。


